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国政が激動しています。めまぐる

しく変わります。国の内外に難題を

抱える今の日本の状況をよそに、政

府・民主党の国民不在の政治に憤り

を覚えるのは、私一人ではないと思

います。 

 

社会保障と税の一体改革の修正協

議に、公明党は意を決して、参加を

致しました。黙していれば、社会保

障が棚上げされ、消費税増税だけが

先行されかねない状況でした。 

 

公明党は、消費税増税の前提とし

て、下記５つの条件 

①社会保障の具体案を示す 

②景気回復の実現 

③消費税の使途を社会保障に限定 

④税制全体の抜本改革 

⑤行政改革の徹底 

を訴え、更に低所得者対策を盛り込

むことを粘り強く主張しました。そ

の結果、３党合意では、公明党の主

張が随所に反映されています。この

先どのように政局が変化しようと

も、公明党は誠実に国民の皆さまと

共に戦って参ります。 

平成 24 年第２回定例会が６月 11 日か

ら６月 28 日までの会期で開催されまし

た。 

今定例会では、子育て、教育、文化芸

術活動そして市民活動を支援するための

拠点として旧庁舎跡施設（旧市役所）を

リニューアルし、「立川市子ども未来セン

ター」と命名し、事業化することを決定

しました。 

なお、私は６月 12日の本会議の一般質

問で、 

①電子行政・電子社会について 

②公共工事の入札及び契約の適正化の推

進について 

③誰もが暮らしやすい街づくりについて 

市長の考えと今後の取り組みをただし

ました。（詳細は次ページ） 

【平成 24 年第２回市議会定例会報告】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆主張  21 世紀の環境を配慮した新しい立川の街づくりとして、注目されるスマー

ト・シティ（ICT を駆使した賢い都市）を研究するべき 
＜答弁＞ 経済産業省が進める次世代エネルギー社会システムの実証事業について、

秋田市等の先進市を参考にしていきたい（総合政策部長） 
 
◆主張  市の情報技術政策を力強く推進していく為に、外部からの専門家の招聘を

実施すべき 
＜答弁＞ 市の情報技術の実力を付けていく為にも、人事面で検討していく（総合政

策部長） 

★電子行政・電子社会について 

◆主張  長引く経済不況の中で、地元企業の方々が悲鳴をあげている。市発注の事

業について地元優先の取組みを強化すべき 
＜答弁＞ 契約制度は常に工夫が必要で、経済状況も充分に考慮する必要があると考

える（副市長） 
 
◆主張  災害時、地元業者が行う緊急復旧作業についての市との災害協定を鑑み、

地元業者に対する配慮を真剣に考慮すべき 
＜答弁＞ 競争性の原理を元に、総合入札、総合評価方式を検討していく（副市長） 
 

★公共工事の入札及び契約の適正化の推進について 

◆主張  障害者自立支援法の改正に伴い、障がい害、親族

の方々等の地域相談支援体制の充実に力を入れ

るべき 
＜答弁＞ 総合的な相談支援センターの設置について、今後

施行予定の新法（障害者総合支援法）の動きに合

わせ検討していく（市長） 

★誰もが暮らしやすい街づくりについて 

◆主張  砂川地域、特に雨水管整備が完成されていない砂川町７丁目地域の雨水対

策について、近隣市と協力して着実に進めていくべき 
＜答弁＞ 広域的な雨水排水の根幹となる荒川流域下水道雨水幹線の整備が必要であ

り、関係機関に要請活動を行うと共に、地下浸透施設の整備を進めていく

（市長） 

★砂川地域の雨水対策について 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全国で通学途中の児童が、自動車・自転車等の

ルール違反、マナー違反が原因による痛ましい事

故に巻き込まれるケースが続発しています。 

私自身、地域の子ども達の登校時の見守りを行

うと共に、地域で児童・生徒の登下校の見守りを

行っている方々からお話しを聞き、現場を見て、

スクールゾーン時間帯の住居者以外の車両通行禁

止の啓発や、表示看板の設置の工夫等を関係機関

に対し申し入れを行っています。 

 

※右の表示看板は、先にスクールゾーンがある

ことを予告する看板ですが、目立たない為、

自動車が頻繁に通行しています 

玉川上水駅南口の歩道

を自転車がスピードを

出して走行する為、危険

な状態でした。早急な改

善を都の北多摩北部建

設事務所に申し入れを

行ったところ、歩道にポ

ールが設置されました。 

玉川上水駅南口の歩道整備 

砂川町七丁目の砂川五

番北第三公園の樹木が

生い茂り、うっそうとし

た状態でした。早速、市

の公園緑地課に改善の

申し入れを行ったとこ

ろ、公園内の樹木が綺麗

に剪定されました。 

砂川五番北第三公園の樹木 

幸町五丁目三番地付近

は、生活道路で道幅が狭

く、居住者の方から街路

灯設置の要望を受けて

いました。早速、市の道

路課に申し入れを行っ

たところ、この程、街路

灯が設置されました。 

幸町五丁目に街路灯設置 

９月１日以降に接種する場合に、接種費用の一部（３０００円）を助成します！ 

 

対象者   ：65 歳以上の市民の方、60 歳以上 65 歳未満で心臓、腎臓、呼吸器機 

能障がい１級の方 

申し込み方法：はがきに住所、氏名、生年月日、電話番号を書いて市の健康推進課へ。 

申し込みをされた方には８月下旬から予診票を送付します。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「高口やすひこ」まで何でもお気軽にご相談下さい！ 
  ◆市議会議員 

高口やすひこ励ます会 発行 

現在、防災行政無線は、災害発生時の緊急放送の他、一般放送として子ども達の下校

時刻のお知らせを行っています。しかし、周りの騒音等で放送内容をよく聞き取れない

との声を頂き、私は平成２３年第２回市議会定例会において、本サービスの導入を訴え

ておりました。このほど防災行政無線で放送された内容を、電話で聞くことができる防

災テレフォンサービスが導入されることとなりました。（利用料無料） 

市は、「立川市第３次農業振興計画」に基づき、

市内で生産された農産物の直売や特産品の販売、

さらに立川情報の発信や市民交流の場などの機

能をもつ（仮称）ファーマーズセンターを開設し

ます。 

地元農家の方々等を中心に長年に渡り活動さ

れてきた事が実現します！ 

 

場所  ：昭和記念公園北側シンカイデンキ隣 

販売品目：野菜、植木、花き、畜産品・特産品等 

駐車場 ：約６０台 

開設時期：平成２５年春予定 

 
《公明党無料法律相談》 
・毎週水曜日（第５週を除く）14 時から 

・立川市錦町 1-4-4 立川ｻﾆｰﾊｲﾂ 301 

＊予約制です。詳細は高口やすひこまで 

 

・24年度の受付を行っています。受付後、シルバー人材センターから連絡があり、取 

り付け場所や日程などの調整を行います。 

・対象は 65 歳以上の高齢世帯と身体障がい者手帳 1 級～2 級、愛の手帳１度～２度の

方がいる世帯です。 

・受付けは高齢福祉課へ（523-2111） 


